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(57)【要約】
【課題】有機ＥＬ表示パネルを使用し、視角依存性を改
善したディスプレイシステムを提供する。
【解決手段】有機ＥＬ表示パネルを有する有機ＥＬ表示
装置と、視角補正手段とを有するディスプレイシステム
であって、前記有機ＥＬ表示パネルの各サブピクセル毎
の輝度／色度視角プロファイル情報を格納するメモリを
有し、前記視角補正手段は、観察者の視角を求める視角
算出手段と、前記視角算出手段により求められた前記観
察者の視角に基づき、前記メモリから前記輝度／色度視
角プロファイル情報を読み出し、前記各サブピクセル毎
の表示データに補正処理を施す表示信号補正手段とを有
する。前記有機ＥＬ表示装置は、前記観察者を撮影する
カメラを有し、前記視角算出手段は、前記カメラで撮影
された前記観察者の画像に画像処理を施して、前記観察
者の視角を求める。前記カメラは、前記有機ＥＬ表示パ
ネルの表示領域以外の領域に配置される。
【選択図】　　　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機ＥＬ表示パネルを有する有機ＥＬ表示装置と、
　視角補正手段とを有するディスプレイシステムであって、
　前記有機ＥＬ表示パネルの各サブピクセル毎の輝度／色度視角プロファイル情報を格納
するメモリを有し、
　前記視角補正手段は、観察者の視角を求める視角算出手段と、
　前記視角算出手段により求められた前記観察者の視角に基づき、前記メモリから前記輝
度／色度視角プロファイル情報を読み出し、前記各サブピクセル毎の表示データに補正処
理を施す表示信号補正手段とを有することを特徴とするディスプレイシステム。
【請求項２】
　前記有機ＥＬ表示装置は、前記観察者を撮影するカメラを有し、
　前記視角算出手段は、前記カメラで撮影された前記観察者の画像に画像処理を施して、
前記観察者の視角を求めることを特徴とする請求項１に記載のディスプレイシステム。
【請求項３】
　前記カメラは、前記有機ＥＬ表示パネルの表示領域以外の領域に配置されることを特徴
とする請求項２に記載のディスプレイシステム。
【請求項４】
　前記有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ駆動回路を有し、
　前記視角補正手段、および、前記メモリは、前記有機ＥＬ駆動回路内に設けられること
を特徴とする請求項１に記載のディスプレイシステム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ディスプレイシステムに関し、特に、有機ＥＬ表示装置を使用するディスプ
レイシステムに適用して有効な技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、フラットディスプレイ装置の需要が増大している。特に、有機ＥＬ（Electro Lu
minescence）素子（ＯＬＥＤ；Oganic Light Emitting Diode）を用いた有機ＥＬ表示装
置は、消費電力、軽さ、薄さ、動画特性、視野角などの点で優れており、開発、実用化も
進んでいる。
　一方、携帯電話機、スマートホン等は、電車内など不特定多数の人がいる公共の場で利
用されることが多い。不特定多数の人がいる場所で、携帯電話機、スマートファンなどを
使用し、プライバシー性の高い電子メールや機密性を有する文書などの読み書きを行うと
、携帯電話機、スマートホン等のディスプレイ上に表示されている電子メールや機密性を
有する文書などの情報を、他人に覗き見されて盗み見られる虞がある。
　前述の問題点を解決するための手法が、下記特許文献１に開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１２８７７８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　キャビティ（多重反射干渉）効果が強い有機ＥＬ表示装置では、色度の視野角依存性が
著しく大きく、正面輝度は高いが、斜めから見た画像は、輝度／色度が悪いという問題点
があった。
　本発明は、前記従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、本発明の目的
は、有機ＥＬ表示装置を使用し、視角依存性を改善したディスプレイシステムを提供する
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ことにある。
　本発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明細書の記述及び添付図面によ
って明らかにする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本願において開示される発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、下記の
通りである。
（１）有機ＥＬ表示パネルを有する有機ＥＬ表示装置と、視角補正手段とを有するディス
プレイシステムであって、前記有機ＥＬ表示パネルの各サブピクセル毎の輝度／色度視角
プロファイル情報を格納するメモリを有し、前記視角補正手段は、観察者の視角を求める
視角算出手段と、前記視角算出手段により求められた前記観察者の視角に基づき、前記メ
モリから前記輝度／色度視角プロファイル情報を読み出し、前記各サブピクセル毎の表示
データに補正処理を施す表示信号補正手段とを有する。
（２）（１）において、前記有機ＥＬ表示装置は、前記観察者を撮影するカメラを有し、
前記視角算出手段は、前記カメラで撮影された前記観察者の画像に画像処理を施して、前
記観察者の視角を求める。
（３）（２）において、前記カメラは、前記有機ＥＬ表示パネルの表示領域以外の領域に
配置される。
（４）（１）において、前記有機ＥＬ表示装置は、有機ＥＬ駆動回路を有し、前記視角補
正手段、および、前記メモリは、前記有機ＥＬ駆動回路内に設けられる。
【発明の効果】
【０００６】
　本願において開示される発明のうち代表的なものによって得られる効果を簡単に説明す
れば、下記の通りである。
　本発明によれば、有機ＥＬ表示装置を使用し、視角依存性を改善したディスプレイシス
テムを提供することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の実施例のディスプレイプシステムの外観を示す図である。
【図２】本発明の実施例の有機ＥＬ表示装置の概略内部構成を示すブロック図である。
【図３】図２に示す画像制御回路内に設けられる視角補正手段の概略構成を示すブロック
図である。
【図４】本発明の実施例の視角補正処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図５】有機ＥＬ表示パネルの輝度／色度の視角特性の一例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下、図面を参照して本発明の実施例を詳細に説明する。
　なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を付け
、その繰り返しの説明は省略する。また、以下の実施例は、本発明の特許請求の範囲の解
釈を限定するためのものではない。
　　［実施例］
　図１は、本発明の実施例のディスプレイプシステムの外観を示す図である。
　図１に示すように、本実施例のディスプレイプシステムは、携帯電話機、あるいは、ス
マートホンなどに使用される小型の有機ＥＬ表示装置１を有する。
　本実施例では、有機ＥＬ表示装置１には、ユーザの視点を検出するためのカメラ２を有
する。なお、図１において、ＡＲは有機ＥＬ表示パネルの表示領域である。
　ここで、本実施例の有機ＥＬ表示パネルは、トップエミッション方式で、かつ、白色発
光層を用い、Ｒ，Ｇ，Ｂのカラーフィルタ層を通すことで、カラー画像を得るカラーフィ
ルタ方式の有機ＥＬ表示パネルである。
【０００９】
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　図２は、本発明の実施例の有機ＥＬ表示装置の概略内部構成を示すブロック図である。
　図２において、１０は有機ＥＬ駆動回路、２０は有機ＥＬ表示パネルである。有機ＥＬ
表示パネル２０は、内部に走査線（ゲートともいう）駆動回路２１が設けられている。
　有機ＥＬ駆動回路１０は、外部からの表示データ、制御信号が入力されるインターフェ
ース回路１１と、表示制御信号を生成する表示制御回路１２と、走査線制御回路１３と、
外部から入力される表示データが格納されるフレームメモリ１４と、メモリ１７を有する
画像制御回路１５と、映像信号出力回路１６とを有する。
　インターフェース回路１１を介して入力された制御信号は、表示制御回路１２に入力さ
れ、表示制御回路１２は、当該制御信号に基づき、走査線制御回路１３と、映像信号出力
回路１６に駆動信号を送出する。
　走査線制御回路１３は、表示制御回路１２から入力される駆動信号に基づき、走査線駆
動回路２１を制御し、走査線駆動回路２１は、１フレーム期間内に、有機ＥＬ表示パネル
２０内の走査線に、各画素に順次映像電圧を書き込むための選択電圧を供給する。
　外部から入力された表示データは、フレームメモリ１４に一旦格納された後、表示制御
回路１２からのメモリ制御信号に基づき、フレームメモリ１４から読み出され、画像制御
回路１５に入力される。
　画像制御回路１５は、画像データにγ補正、本実施例の特徴である視角補正等を施した
後、表示データを映像信号出力回路１６に出力する。
　映像信号出力回路１６は、表示データを、アナログの映像電圧に変換した後、表示制御
回路１２から入力される駆動信号に基づき、当該アナログの映像電圧を、有機ＥＬ表示パ
ネル２０内の映像線に出力する。
　これにより、有機ＥＬ表示パネル２０の表示領域ＡＲに画像が表示される。
【００１０】
　図５は、有機ＥＬ表示パネルの輝度／色度の視角特性の一例を示す図である。
　図５に示す輝度／色度の視角特性は、例えば、有機ＥＬ表示パネルとして、トップエミ
ッション方式で、かつ、白色発光層を用い、Ｒ（赤），Ｇ（緑），Ｂ（青）のカラーフィ
ルタ層を通すことで、カラー画像を得るカラーフィルタ方式の有機ＥＬ表示パネルの輝度
／色度の視角特性の一例を示す図である。
　図５に示す有機ＥＬ表示パネルでは、輝度／色度の視角特性において、正面では、Ｒ，
Ｇ，Ｂの各色のバランスはとれているが、斜め方向の視角では、Ｇ，Ｒの輝度が高いプロ
ファイルとなっている。
　このように、キャビティ（多重反射干渉）効果が強い有機ＥＬ表示パネルでは、輝度／
色度の視野角依存性が著しく大きく、正面輝度は高いが、斜めから見た画像は輝度／色度
が悪くなるという問題点があった。
　本実施例は、有機ＥＬ表示パネルの輝度／色度の視角特性が、図５に示すような視角特
性の場合であっても、正面以外の斜めから見た場合に、輝度／色度を最適化するようにし
たものである。
　そのため、本実施例では、画像制御回路１５内に視角補正手段が設けられる。
【００１１】
　図３は、図２に示す画像制御回路１５内に設けられる視角補正手段の概略構成を示すブ
ロック図である。
　図３において、１５１は、Ｒ，Ｇ，Ｂの表示データの表示信号補正手段、１５２は、視
角算出手段であり、メモリ１７には、有機ＥＬ表示パネルのＲ，Ｇ，Ｂの各サブピクセル
毎の輝度／色度と視角との関係を表す情報（以下、輝度／色度視角プロファイル情報）が
格納される。
　図４は、本発明の実施例の視角補正処理の処理手順を示すフローチャートである。
　以下、図３、図４を用いて、本実施例の視角補正処理について説明する。
　本実施例では、事前に、有機ＥＬ表示パネル２０のＲ，Ｇ，Ｂの各サブピクセル毎の輝
度／色度視角プロファイル情報をメモリ１７に格納しておく。
　始めに、カメラ２により、観察者の画像を撮影し（ステップ１０１）、視角算出手段１
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５２において、周知の画像処理により観察者の視角を算出する（ステップ１０２）。
　次に、視角算出手段１５２において算出された視角に基づき、メモリ１７から、輝度／
色度視角プロファイル情報を読み出し、表示信号補正手段１５１に入力する（ステップ１
０３）。
　一方、画像制御回路１５には、フレームメモリ１４から、Ｒ，Ｇ，Ｂの表示データが入
力される（ステップ１０４）。
　表示信号補正手段１５１は、メモリ１７から読み出した輝度／色度視角プロファイル情
報に基づき、フレームメモリ１４から読み出したＲ，Ｇ，Ｂの表示データに補正処理を施
し（ステップ１０５）、補正処理を施したＲ，Ｇ，Ｂの表示データを、映像信号出力回路
１６に送出する（ステップ１０６）。
【００１２】
　ステップ１０５の補正処理では、例えば、フレームメモリ１４から読み出したＲ，Ｇ，
Ｂの表示データに、メモリ１７から読み出した輝度／色度視角プロファイル情報を加算、
あるいは、フレームメモリ１４から読み出したＲ，Ｇ，Ｂの表示データから、メモリ１７
から読み出した輝度／色度視角プロファイル情報を減算、または、フレームメモリ１４か
ら読み出したＲ，Ｇ，Ｂの表示データに、メモリ１７から読み出した輝度／色度視角プロ
ファイル情報を乗算する等に処理により実行される。
　なお、図２に示すフレームメモリ１４は、必ずしも必要ではなく、図２に示すフレーム
メモリ１４を使用しない場合には、表示信号補正手段１５１は、メモリ１７から読み出し
た輝度／色度視角プロファイル情報に基づき、インターフェース回路１１を介して入力さ
れた、外部からのＲ，Ｇ，Ｂの表示データに補正処理を施し、補正処理を施したＲ，Ｇ，
Ｂの表示データを、映像信号出力回路１６に送出する。
　このように、本実施例では、観察者の視点を検出し、有機ＥＬ表示パネル２０のＲ，Ｇ
，Ｂの各サブピクセル毎の輝度／色度視角プロファイル情報に基づき、Ｒ，Ｇ，Ｂの表示
データの輝度／色度のバランスを調整し、視点方向に最適な輝度／色度となるような映像
電圧を、有機ＥＬ表示パネル２０に入力することで、斜め方向から見たときでも、表示画
像の輝度／色度を最適化することができる。なお、この処理は、ほぼリアルタイムで行わ
れる。
　また、観察者の視点に合わせて、表示画像の輝度／色度のバランスを最適化した場合、
他の角度から見た表示画像は色バランスが崩壊してしまうため、意味が失われ、のぞき見
防止機能も実現することが出来る。このとき、視角制限のための追加の部品は必要ないの
で、本実施例では、安価にのぞき見防止が実現することが可能である。
【００１３】
　なお、前述の説明では、有機ＥＬ表示パネル２０は、Ｒ，Ｇ，Ｂの各サブピクセルを有
するものであったが、有機ＥＬ表示パネル２０は、Ｒ，Ｇ，Ｂの他にＷ（白）の各サブピ
クセルを有するものであってもよい。
　また、前述の説明では、カメラ２で観察者を撮影して、画像処理により観察者の視角を
算出する場合について説明したが、観察者の視角は、これ以外の方法（例えば、３次元距
離測定等）で算出することも可能である。
　また、前述の説明では、有機ＥＬ表示パネル２０をスマートホンに適用した実施例につ
いて説明したが、本発明はこれに限定されるものではなく、有機ＥＬ表示パネル２０を使
用するスマートホン以外にも、有機ＥＬ表示パネル２０を使用するタブレット端末、有機
ＥＬ表示パネル２０を使用するノートＰＣ、有機ＥＬ表示パネル２０を使用するテレビな
どの端末の場合にも、本発明は有効である。
　以上、本発明者によってなされた発明を、前記実施例に基づき具体的に説明したが、本
発明は、前記実施例に限定されるものではなく、その要旨を逸脱しない範囲において種々
変更可能であることは勿論である。
【符号の説明】
【００１４】
　１　有機ＥＬ表示装置
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　２　カメラ
１０　有機ＥＬ駆動回路
１１　インターフェース回路
１２　表示制御回路
１３　走査線制御回路
１４　フレームメモリ、
１５　画像制御回路
１６　映像信号出力回路
１７　メモリ
２０　有機ＥＬ表示パネル
２１　走査線駆動回路
１５１　表示信号補正手段
１５２　視角算出手段

【図１】 【図２】
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【図５】
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摘要(译)

要解决的问题：提供一种使用有机EL显示面板并改善视角依赖性的显示
系统。 A1。一种显示系统，其具有：有机EL显示装置，其具有有机EL
显示面板和视角校正装置；以及存储器，用于存储有机EL显示面板的每
个子像素的亮度/色度视角分布信息。 视角校正装置基于视角计算装置从
存储器中读取亮度/色度视角分布信息，用于获得观察者的视角和由视角
计算装置获得的观察者的视角。 以及显示信号校正装置，用于对每个子
像素的显示数据进行校正处理。 有机EL显示装置具有用于拍摄观察者的
照相机，并且视角计算装置对由照相机拍摄的观察者的图像进行图像处
理以获得观察者的视角。 照相机布置在有机EL显示面板的显示区域以外
的区域中。 [选择图]图4
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